
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究内容：  

 

ブラックホールの理論的な研究をしています。ブラックホールは非常に強力な重力がはたらいている領域です。一度中

に入ってしまうとこの世で最も早い光速をもってしても脱出することができません。 

 

実は、人類はこのような重力が極めて強い領域で何が起こっているかを完全に理解する術を持ち合わせていません。そ

のためには、量子重力理論と呼ばれる理論が必要です。これは相対性理論(重力に関連した理論)と量子力学(原子や分

子などのミクロの世界に関連した理論)の統合理論です。この二つは相性が悪く、未完成です。 

 

もちろん大きな発展もあります。弦理論です。これは素粒子が点ではなくひもでできているという理論で、 

自然に重力を含む量子理論です。技術的な観点から難しいこともありますが、量子重力理論の有力候補として考えられて

います。弦理論単体も非常に興味深い理論ですが、私の主な興味は弦理論の研究の末見出されたゲージ/重力対応で

す。 

 

これによれば、(色々と条件はありますが)重力のある理論は重力のない理論と等価だというのです。これに 

より量子重力理論の研究は次のステージへと進むことになります。 

 

そもそも重力というものがどのような力なのか、このゲージ/重力対応を通じて理解すること、重力が強い領域(ブラック

ホールや宇宙誕生の瞬間)で一体何が起こっているかを調べることを目的として、量子重力理論に様々な視点から研究を

行っています。 
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